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岡山県は、北部には吉井川、旭川、高梁川の水源である緑豊かな中

国山地、中部には自然あふれる吉備高原、南部には多島美を織り成し

貴重な水産資源の宝庫でもある瀬戸内海が広がり、県土全体が“山か

ら海まで”多彩で豊かな環境に恵まれています。この県民共有のかけが

えのない財産を守り、そして次の世代へ引き継いでいくことは、私たち

に課せられた重要な責務です。

環境の状況は、社会・経済情勢とも関連しながら変化し、大気や水、廃棄物など、私たちの暮らし

の身近な場面に影響を及ぼしています。また近年は、気候変動や生物多様性の喪失、海洋汚染など

世界的な環境問題も顕著になっており、とりわけ急務とされる地球温暖化対策では、“脱炭素社会”

の実現に向けた動きが国内外で加速し、人々の関心や注目もますます高まっています。

さらに、新型コロナウイルス感染症の拡大は、世界中に大きな影響を与え、社会のあり方そのもの

を変えると同時に、経済の回復に当たっては、環境の改善を同時に進める「グリーンリカバリー（緑

の復興）」も求められるところとなっています。

県では、環境に関する広範な課題に対応するため、岡山県環境基本条例に基づく環境基本計画

を策定し、環境保全に関する施策・事業の総合的・計画的な推進を図ってきたところですが、平成

20（2008）年に策定（平成29（2017）年に第２次改訂）した「新岡山県環境基本計画（エコビジョ

ン2020）」の期間満了に伴い、こうした国内外の動きなども踏まえ、新たに「岡山県環境基本計画

（エコビジョン2040）」を策定いたしました。

今後、この計画に沿って、さらに取組を進めていく上では、県民や事業者、関係団体など、あらゆる

方々の積極的な関わりと連携・協力が何より重要です。

すべての県民が明るい笑顔で暮らす「生き活き岡山」と、岡山の豊かな環境を守り引き継ぐ「より

良い環境に恵まれた持続可能な社会」の実現を目指し、一体となって取り組んでいけるよう、皆さま

方のさらなるご理解とご協力をお願い申し上げます。

最後に、本計画の策定に当たり、熱心にご検討くださいました岡山県環境審議会の委員の皆さま

をはじめ、貴重なご意見をいただきました県民の皆さまに心から感謝申し上げます。

令和3（2021）年3月　

より良い環境に恵まれた持続可能な社会

を目指して

岡山県知事 伊原木 隆太
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～山から海まで 豊かな岡山を 次世代へ～
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